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あいちゼロカーボン推進協議会の紹介
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～産業・学術・行政のコラボレーショ
ンとイノベーションの喚起に取り組み、
ゼロカーボン社会の実現を目指して～

地球温暖化が原因と考えられている気候変動
は，社会活動や経済活動に大きな影響を及ぼ
しています．日本をはじめとする全世界が
2050年までに世界の平均気温上昇を1.5℃に
抑える努力をする中，2050年までに経済活動，
社会活動などに起因する温室効果ガスを実質
ゼロとする産業や地域を創出していくための
仕組みや技術開発を危機感をもって進めてい
く必要があります．
この地域は，産業が高度に集積するとともに，
豊富な森林や海洋，水資源などの自然資本に
恵まれ，いまの日本の文明文化の礎を築いて
きた歴史も有しています．当協議会は，これ
らの強味を活かして，サプライチェーン，バ
リューチェーン，リサイクルチェーンで先行
する技術やサービス，世界に先駆けて創り続
けてきた地域循環システムなど，培ってきた
脱炭素に資する様々な資源と叡智を結集させ，
全国のゼロカーボン化を先導していきます．



あいちゼロカーボン推進協議会の活動例
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✓ ブルー燃料の生産および利用に関する研究会への参画
座長 岐阜大工学部機械工学科 特任教授／愛知工業大学 総合技術研究所 客員教授 板谷 義紀
研究会の概要
ゼロカーボン社会を目指す上で、過渡的な化石資源の有効利用は不可避である。本会は産学官のメンバーにより「ブルー
水素」ならびにそれより誘導される「ブルー燃料」の需要から生産・供給までの一体的な研究をおこなう。

CO2排出量 必要エネルギー

kg/Nｍ３・Ｈ２ ｋJ/mol・Ｈ２

メタン水蒸気改質（SMR） CH4＋H2O→4H2＋CO2 0.49 41

石炭ガス化 1/2C＋H2O→H2＋１/2CO2 0.98 45

水電解 H2O→1/2O２＋H2 0 286

メタン熱分解 CH４→C(s)＋２H2 0 37

水素製造方法 反応式

ブルー水素

(CO2回収セット)

グリーン水素

ターコイズ水素

✓ マッチングシステムの検討・構築

✓ 産業-行政-学術のニーズ・シーズ
のコラボレーションを目指しシン
ポジウムを計画



～気候変動～
温室効果ガスの主なものは －ガス別の排出量の推移－

4出典：環境省 2021年度温室効果ガス排出・吸収量（確報値）概要

国内におけ
る温室効果
ガスの主体
はエネル
ギー起源の
二酸化炭素



どこから排出されているか －部門別のCO2 排出量－
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製紙産業のエネルギー構成比較(2019年、2050年度予測）
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2019 年度（実績）及び 2050 年度（予測）製紙産業のエネルギー構成比較

「製紙業界－地球温暖化対策長期ビジョン 2050」 カーボンニュートラル産業の構築実現 日本製紙連合会
https://www.jpa.gr.jp/file/topics/20210119062903-1.pdf

https://www.jpa.gr.jp/file/topics/20210119062903-1.pdf


岐阜県における製造業、製紙業におけるエネルギー使用量

7都道府県別エネルギー消費統計
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/energy_consumption/ec002/results.html#headline2

パルプ・紙・紙加工品製造業では、再生可能・未利用エネルギーの比率が高い

⇒製紙業における黒液の使用

種別 石  炭 石炭製品 石油製品 天然ガス 都市ガス
再生可能･未活

用エネルギー
電　力 熱 合　計

ｔ ｔ  kl  t 千Nm3 TJ MWh TJ TJ

全製造業 128,296 31,233 388,306 71,983 211,720 13,809 5,569,567 1,417 67,406

 パルプ･紙･紙加工品 41,118 58,223 12,621 23,780 12,725 438,284 564 19,886

熱量 TJ TJ TJ TJ TJ TJ TJ TJ TJ

全製造業 3,346 815 14,801 3,939 9,224 13,809 20,050 1,417 67,406

 パルプ･紙･紙加工品 1,072 2,219 691 1,036 12,725 1,578 564 19,886



2050年カーボンニュートラルに向けた需要側の取組の方向性と対応
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2050年カーボンニュートラルの実現に向けた需要側の取組 資源エネルギー庁 2021年2月19日
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/030_01_00.pdf

2050年カーボンニュートラルに向けては、徹底した省エネに加え、再エネ電気
や水素等の非化石エネルギーの導入を拡大していくことが必要

カーボンニュートラ
ルについて知る CO2等の排出量を知る

省エネルギーの推進により
排出量を削減する

再生可能エネルギーの導入
により排出量を削減する

対応方法

植林による CO2 吸収源としての貢献拡大

製紙業界にお
ける取組の例

ボイラの高効率化
ヒートポンプの活用
VRC※の検討・導入

バイオマスの利用（ボイラ等）
太陽光発電の導入

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/030_01_00.pdf


省エネルギーの推進、非化石エネルギーの拡大
改正省エネ法の概要
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名称の変更：エネルギーの使用の合理化等に関する法律
⇒エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律

出典：
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/index.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/media/data/shoene_tebiki_01.pdf

１．エネルギーの使用の合理化の対象

２．非化石エネルギーへの転換

３．電気の需要の最適化

定量目標の目安となる水準 定性目標の目安となる水準

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/index.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/index.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/media/data/shoene_tebiki_01.pdf


省エネ法における省エネルギー設備とその運用
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Ⅱ エネルギーの使用の合理化の目標及び計画的に取り組むべき措置(目標部分）
１ エネルギー消費設備等に関する事項（工場等）

省エネ法においては「工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の
判断の基準」に省エネルギー設備の導入及びその運用に関する判断基準が定められ
ている

出典：

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/laws/data/pdf_001.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/laws/

Ⅰ エネルギーの使用の合理化の基準（基準部分）

設備検討の例：リジェネレイティブバーナー等の熱交換器と一体となったバーナーを採用
蒸気等の需要が大きく、廃熱の十分な利用が可能であると見込まれる場合には、コージェネレーション設備のモーター類を
負荷変動の大きい状態で使用する場合には、負荷に応じた運転制御を可能とするため、回転数制御装置等を設置

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/laws/data/pdf_001.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/laws/data/pdf_001.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/laws/


バイオマスエネルギーの利用と省エネ法における非化石燃料に
乗じる補正係数
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非化石エネルギーへの転換に関する措置が、エネルギーの使用の合理化を著しく妨
げることがないこと。
⇒非化石燃料（バイオマス）の使用によるエネルギー効率の悪化は最大でも２割程
度であると想定され、
⇒省エネ法におけるエネルギー消費原単位の算出に当たっては、非化石燃料に対し
て補正係数 0.8 を乗じて再計算した全エネルギー使用量を用いる

～ ～ ～

改正省エネ法からは、非化石エネルギー（黒液、木
材、水素、アンモニア等の非化石燃料の他、非化石
熱、非化石電気）も報告の対象

①年間の使用量にそれぞれの換算係数を乗じて各々
の熱量「GJ」を求める

②その合計使用熱量「GJ」に、0.0258（原油換算係
数[kℓ/GJ]）を乗じて年間のエネルギー使用量を
（原油換算値）を求める

出典：省エネ法の手引き
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/
media/data/shoene_tebiki_01.pdf

化石エネルギーは省略

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/media/data/shoene_tebiki_01.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/media/data/shoene_tebiki_01.pdf


＜参考＞バイオマス利用に関する参考資料の例
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木質バイオマスエネルギーによる発
電利用や熱利用を推進するため、導
入に関する流れやポイント、国の支
援策等についてまとめたガイドブッ
クです。

本手引きは自治体の主導により、熱
利用体制を整え、地域 の木質バイ
オマス熱利用導入構想を作成するた
めの手順を整理したものです。

産業分野における木質バイオマス熱
利用について、導入の流れや検討す
べきポイント、導入によるメリット
等についてまとめたガイドブックで
す。

出典：日本木質バイオマスエネルギー協会HP
https://jwba.or.jp/library/

https://jwba.or.jp/library/


＜参考＞国内で販売されている木質バイオマスボイラー機器の一覧
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一般社団法人 日本木質バイオマスエネルギー協会
https://jwba.or.jp/database/list-small-woody-biomass-boiler/

https://jwba.or.jp/database/list-small-woody-biomass-boiler/


出典；四国経済産局 HP
https://www.shikoku.meti.go.jp/03_sesakudocs/0503_energy/energy_03/case/201711.html

会社概要
会社名 阿波製紙株式会社
本社所在地 徳島市南矢三町
設立年月 大正5年2月（1916年）

主要生産品目 
    エンジン用濾材
    クラッチ板用摩擦材原紙
    分離膜支持体用不織布
    鉛蓄電池用セパレータ原紙

主な省エネルギー活動内容について
徳島工場で、①既設のA重油焚き貫流ボイラを高効率ガス焚き貫流ボイラ5台へ更新し、②水銀灯35台、蛍光灯170灯等の照明

機器のLED化を行いました。③本館建設時に省エネを意識した太陽光パネルの設置、LED照明、二重サッシ等を採用し、④井戸
揚水ポンプ3台と清水ポンプ等にインバータを設置することで、消費電力の削減を図りました。

その他、⑤集塵機ファンを使用していない時に自動停止をかけ、電力の削減を図る等の取り組みを行っています。また、これ
以外にも、太陽光複合コージェネシステムの設置や本館屋上緑化など、様々な活動に取り組んでいます。

阿波製紙株式会社の自動車エンジン用濾材は、空気中のゴミ、他車から排
出されるスス、潤滑油中のカーボン粒子、燃料中のゴミ、水分等を取り除き、
エンジンに清浄な空気、燃料を供給すること及び潤滑油の性能を維持するこ
とができます。

これによりエンジンの正常な燃焼を促し、燃費向上などに寄与しています。
また分離膜支持体は、海水淡水化プラントなどで海水から真水を取り出す工
程に使用されており、限りある水資源の有効利用に寄与しています。

その他にも、炭素繊維と熱可塑性樹脂を混抄したCFRTPマットは、金属
と同程度の強度を有しながら数分の一の軽さであり、環境負荷低減を目標と
した自動車の軽量化ニーズへの適用を目指しています。

省エネルギー事例 1

https://www.shikoku.meti.go.jp/03_sesakudocs/0503_energy/energy_03/case/201711.html


主な省エネルギー活動内容について
平成26年度にコンプレッサ2台をインバータ式コンプレッサ3台に更新。年間約30万kWh以上の使用電力量の低減が可能となり
ました。
また、大気中に排出されていた毎時間260kgのフラッシュ蒸気を、電気駆動の蒸気圧縮機で昇圧し、再利用（VRC※）。平成26
年実績で、年間原油換算68kℓの使用エネルギー量を減らせています。
老朽化していた機械のモータ部分を直流から高効率交流モータに更新。制御もインバータ化することで、年間約50万kWhの使
用電力削減が可能になりました。ほかにも、連続運転していたルーツブロワの自動停止化の採用や水銀灯をLEDに更新等実施

会社概要
会社名：イトマン株式会社
業種： 機械すき和紙製造業
法人設立：明治10年創業
従業員： 144名（2022年8月末現在）
事業内容：古紙パルプを主原料とする衛生用紙
（家庭紙）の製造販売

出典：四国経済産業局HP
https://www.shikoku.meti.go.jp/03_sesakudocs/0503_energy/energy_03/case/201820.html

省エネルギー事例 ２

イトマン株式会社は、明治10年に創業した140年の歴史を持つ製紙
メーカーです。古紙パルプを主原料として、業務用家庭紙、ギフト、
メディカル、アグリ、４事業体制で、お客様との信頼関係を高めて
います。また、これらの事業を支える組織力で、完成度の高いもの
づくりから販売活動までを目指しています。

https://www.shikoku.meti.go.jp/03_sesakudocs/0503_energy/energy_03/case/201820.html
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<参考＞ VRCについて

VRC (Vapor Re Compression)とは

発生した排蒸気を回収して、洗浄・圧縮し再度煮沸工程に必要な蒸気として有効
活用する蒸気再圧縮システムです。蒸発、蒸留、乾燥などの各種熱関連プロセス
における排蒸気熱を有効に活用することができます。

■導入前 ■ＶＲＣ導入後

https://kobelco-compressors.com/jp/ja-jp/products/steamstar/msrc

■ＶＲＣ構造

https://kobelco-compressors.com/jp/ja-jp/products/steamstar/msrc
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企業の脱炭素の取り組み事例

各種機関から取り組み事例等が紹介されている

https://www.env.go.jp/content/000114657.pdf

本紙はモデル事業で支援した脱炭素経営に取り組む
中小企業の事例をまとめたものです。
自社と類似する業種や企業規模における取組内容や
実施によるメリットやその後の展開等を参考に活用

頂くことを目的としています。

環境省による事例集 中部経済産業局による取り組み事例の紹介

https://www.chubu.meti.go.jp/d12cn/03_kigyo/booklet.pdf

https://www.env.go.jp/content/000114657.pdf
https://www.chubu.meti.go.jp/d12cn/03_kigyo/booklet.pdf
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企業の脱炭素の取り組み方法および支援策等

経済産業省、環境省による

支援策の紹介

https://www.meti.go.jp/policy/energy
_environment/global_warming/SME/p
amphlet/pamphlet2022fy01.pdf

https://shift.env.go.jp/navi/guideline

環境省によるCO₂削減対策Navi

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf
https://shift.env.go.jp/navi/guideline
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「CO₂削減対策Navi」における業種別CO2削減の着眼点

https://shift.env.go.jp/navi/guideline

https://shift.env.go.jp/navi/guideline
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https://www.izec.org/%E3%82%BC%E3%83%AD%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%9C%E3%83%B3%E7%9B%B8%E8%AB%87/

によるゼロカーボン相談コーナーの紹介

あいちゼロカーボン推進協議会では，会員の皆様のゼロカーボン実現に向けた取り組みを応援します。

https://www.izec.org/%E3%82%BC%E3%83%AD%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%9C%E3%83%B3%E7%9B%B8%E8%AB%87/
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